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（料金の変更） 

第５０条 当会社は、届出料金を変更したときは、変更された日の属する期から、新料金に

より請求する。 

（滅失受寄物の料金の負担） 

第５１条 当会社は、受寄物が滅失したときは、滅失したときまでの料金を寄託者又は証券

所持人に請求することができる。ただし、当会社の責に帰すべき事由により滅失した場

合においては、当該保管期間に係る料金については、この限りでない。 

特約条項 

当会社は、保税を目的とする倉庫に保管される受寄物についての寄託、寄託の予約及び

これらに関連する契約に関しては、次の条項及び関税法の規定によるほか、倉庫寄託約款

を適用する。 

（寄託に関する提出書類） 

第１条 寄託者は、外国貨物の寄託申込書には、所要の記載事項のほかに、積載船舶の名称

及びその国籍並びに入庫の際における貨物の検査の要否を記載しなければならない。 

（証券） 

第２条 当会社は、外国貨物に対して交付する証券には保税の旨を表示する。 

２ 外国貨物に対して証券が発行されている場合において、当該貨物が内国貨物となったと

き又は税関に収容されたときは、証券所持人は、その証券を当会社に提出しなければな

らない。 

（入庫、見本の摘出、内容の点検、出庫等） 

第３条 寄託者又は証券所持人は、次の各号にかかげる場合には、税関長の承認書又は許可

書を当会社に提出しなければならない。 

（１） 保税倉庫に外国貨物を入庫するとき。 

（２） 外国貨物の見本の摘出、内容の点検、改装、仕分その他の手入又は保存に必要な行

為をするとき。 

（３） 外国貨物を保税倉庫から出庫するとき。 

（４） 日曜日、休日又はこれらの日以外の日の税関執務時間外において外国貨物の取扱を

要するとき。 

２ 前項の規定は、輸入の許可を受けた貨物又は輸出しようとする貨物について準用す

る。 

３ 前二項において、受寄物の入庫、出庫その他の取扱について必要な手続は、寄託者又

は証券所持人において行なうものとする。 

（保管期間） 


